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今年度第 1 回目の「外国人児童生徒支援会議」
を 7 月 25 日に開催しました。40 校の拠点校と 2
つの教室（小山市外国人児童生徒適応指導教室
と宇都宮市はばたきセミナー教室）担当者がメ
ンバーとなっています。参考までに 40 校の拠点
校の地域別内訳を示しておきますと、小学校 30
校については、宇都宮市 5、真岡市 5、小山市
4、那須塩原市 3、佐野市 3、鹿沼市 2、栃木市
2、大田原市 1、壬生町 1、中学校 10 校について
は宇都宮市 3、真岡市 3、小山市 2、大田原市 1、
佐野市 1 となっています。今回、42 校の担当者
のうち 33 名にご参加いただきました。
今年度当初実施したアンケートに「協議希望
事項・気になっていること」欄への自由記述を
お願いしましたが、以下のような回答が寄せら
れています。
・「日本語指導に関わる研修の場を設けてほしい。
特に初期指導については、専門的な立場の人
からの講習が必要と感じる」
・「DLA の結果を生かした日本語指導と、効果的
な学習支援のための『特別の教育課程』の編
成について、色々と研修したい」
・「『特別の教育課程』については、間違った解釈
がされていないか不安がある。年度初めの担
当者として、事務的な（書類上）内容などを
確認できるようにしたい」
・「外国人児童生徒教育においては、日本語教室
担当者間はもちろん、学校間での連携・協力
が必要である」
・「担当教員は、日本語指導や児童生徒の母国（母
語）文化等に関する研修が必要であり、その
ための時間を確保する必要がある」
・「外国人生徒の進路について、色々な情報が知
りたい」等など。
今回の支援会議は上記のご意見にも配慮し、
情報交換、進路問題、日本語指導に関する学習会、
の三部構成としました。
第一部では、「外国人児童生徒教育推進協議
会」所属 10 市町に対して行った「特別の教育課
程」対応状況についてのアンケート結果（平成
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26 年 4 月実施）、および県内全小中学校を対象に
して行った「国際理解教育」についてのアンケー
ト結果（平成 25 年 11 月～ 12 月実施）を参考に
しながら、「日頃の指導上の課題」、「特別の教育
課程」や「国際理解教育」等について幅広く情
報・意見交換しました。第二部の「進路状況調
査」結果報告は、「協議会報告」（2 頁）で紹介さ
れているので、ここでは省略します。第三部は
「日本語指導についての学習会」で、日本語学校
での日本語講師や小中学校での日本語指導員な
どの経験が豊富な外村佳代子さんを講師として
お招きし、「日本語指導の基礎知識」について講
話いただきました。日本語音声学、日本語の文
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のための学生ボランティア派遣」は、栃木県内
の小中学校などに学生を派遣して、外国につな
がる子ども支援のお手伝いをさせていただく事
業です。参加したい学生が予め「学生ボランティ
ア」として登録し、学校から寄せられた「派遣
依頼書」の中から、参加できそうな内容の依頼
に対して参加を申し出ることにより派遣が成り
立ちます。
今年度 7 月末現在の「学生ボランティア」登
録者数は 40 名、それに対してこれまで寄せられ
た「派遣依頼書」は 12 件です。内訳は自治体の
学習教室が 1 件、小学校が 9 件、中学校が 2 件
となっています。
自治体の学習教室というのは、真岡市のペルー
人保護者を中心に子どもの学習会を開いている
組織 “AMAUTA（アマウタ）” での、夏休み学
習支援です。小中学生が夏休みの間、計 6 回の
支援依頼を受け、毎回７～ 10 名の学生で 20 名
法、形容詞等、話題は多岐に渡り、限られた時
間では消化しきれないほどの話が提供されまし
た。「日本語指導に関する研修機会の不足」は前々
から問題視されていたことです。支援会議でも
日本語指導に関する研修の時間・機会はあまり
設けてきませんでした。今回実施してみて、こ
のような学習会は継続して行っていくべきでは
ないかと強く感じました。
拠点校と日本語教室の担当者が全県的規模で
継続的に集まる会議は、他県ではほとんど例が
ありません。支援会議の一層の充実を図ってい
きたいと考えていますので、関係者皆様のご協
力を引き続きお願い申し上げます。
ほどの子どもの学習支援をしています。日本語
を用いて支援できる子どもがほとんどのため、
外国語や学習指導の経験が無い多くの学生が積
極的に参加しています。学生からは “ 一見簡単
そうな学習内容でもわかりやすく教えるのは難
しい ”、“ 支援しながらも外国人児童や家庭の様
子がわかり貴重な経験だ ” などの感想が聞こえ
ています。
一方、小中学校への派遣については、11 件の
依頼に対して派遣が 2 件と伸び悩んでいるのが
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